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＜連絡事項＞
・第4回　院内研修実施予定。

　日　時：8月18日（火）・19日（水）17:30～18:30

　場　所：メンタル4階メモリアルホール

　テーマ：｢精神保健福祉法(行動制限)｣

　講　師：大川　祥子PSW
　夜勤者以外のスタッフは参加して下さい。

＜患者様連絡事項＞
・風穴　義信様～歩行状態悪い為との事で指示にて本日頭部ＣＴ施行しています。
　　　　　　　　側腹部に貼用目的にてハップスター1袋処方となっています。
・内田　都影様～スミルスチック1本処方となっています。
・高田　マキ様～右下腿腫脹、浸出液、疼痛持続の為、カロナール（200）3Ｔ
セフジトレンピポキシル（100）3Ｔ継続で本日夕から毎食後
3日分臨時薬処方となっています。
・成田　富士子様～他者、スタッフへの暴言、希死的念虜言動ある事から主治医
指示にて10：30東病棟へ転出となっています。
・松谷　さと子様～10：40療養環境目的にて西病棟Ｂユニット27号室から北病棟
308号室へ転入となっています。
　　　　　　　　　ヒアルロン酸点眼液2本処方となっています。
＜要注目の患者様＞
・高田　マキ様～昨日の準夜帯では足浴に関して大声で「洗わなくていい、その軟膏は効かないから塗らなくていい」「痛いのは私なの、貴方じゃないの、貴方口臭が臭くて嫌いなの」と怒鳴っているがスタッフを変えて清潔保持が必要なことを伝えると、自ら洗い軟膏も塗る事出来ています。日中は、日本の総理大臣に関連して妄想発言あるが、叫ぶ事や服薬等の拒否発言はなくプログラムに参加し各食レストランへ移動しスタッフへ「食べてきたわよ」と声かけが聞かれていました。下腿から足背に掛けて腫脹・熱感・水疱形成・浸出液持続しています。今後も適宜足浴を行い清潔保持と身体状態・精神状態を確認し右下腿の状況を経過観察していきます。
・上村　みわ様～本日は各食レストラン誘導にて朝1/2、昼数口と自力で摂取しています。排泄はおむつ使用してベッド上で行っていますが、排泄時には交換の希望があり多量の排尿と軟便あり交換しています。体位交換も抵抗なくスムーズにできるようになり、介入への拒否なく水分補給も適宜行っており、食後、義歯を外す事で咳嗽や歯磨きは自ら出来るようになっています。悲観的発言はなく過ごす事出来ています。今後も自身で行なえることは見守りながら全身状態を観察し口腔ケアや保清の保持、ＡＤＬのレベルが上がるように関わっていきます。
・杉澤　恵子様～昨日の準夜帯コップを持って来られるが、話しを聞き取れず聞き返すと「氷って言ったでしょ」とコップを投げつけ「もういらない」と怒る様子見られていましたが対応には不機嫌さなく夜間の睡眠は取れています。日中は、殆ど不機嫌となる様子なく過ごしていたが、午後、見たいテレビ番組の時間を気にしてテレビ鑑賞している他者に怒っていたが介入により他者とのトラブルには至っていません。今後も些細なことで不機嫌となり叫ぶ事ないよう訴え時は傾聴し対応していき他者とのトラブルが無いように関わっていきます。
・小笠原　文人様～作業参加中歩きながら床を踏んだり、しゃがみ込み一点を凝視している様子見られていた。また、トイレ使用後、ズボンからベルトを取り首にかけている様子見られ、危険なので預かるように伝えると「なんでだよ」と大声をあげる事があったが再度の説明により渋々手渡したとＯＴについたスタッフから情報が聞かれていました。病棟に戻ってからも、4階にある回転椅子を自室前に放置する為、他者の迷惑行為だからかたづけるように促すと「すぐ使う」と語尾強い口調で応えていましたが、説明後スタッフが後片づけする事は怒る様子は見られません。昼食後、服薬ボードに薬セットする際も「セット出来ない薬包を破れない」と言い介入にて終了しています。徐々に気分の高揚さ見られ、一時的に服薬ボードをスタッフ預かりとしています。呂律不良気味の話しかけや前屈姿勢歩行が目立っています。今後も気分高揚さの度合いを観察し他者とのトラブルがないように関わっていきます。
松谷　さと子様
生年月日：昭和34年9月16日年齢60歳　女性
入院年月日：平成28年10月3日　
入院形態：任意
担当医：深澤　隆
主病名：統合失調症
身体合併症：中等度知的障害、心因反応、便秘症、薬剤性パーキンソン症候群、躁うつ病、胃潰瘍、便秘症、神経症、不眠症
問題行動：物盗られ妄想、嗜好品の購入について
＜入院前の経緯＞
平成28年2月10日～同年6月15日の当院への2回の入院歴があった。しかし、その後も
病識は乏しく、服薬アドヒアランスも不良な状態が持続していた。同年9月頃より怠薬が
目立つようになり興奮や被害妄想などが徐々に悪化。さらに近隣住民や家族へ暴言を吐い
たり興奮して一方的に話し続けたりなどの症状が著明となっていた同年10月3日には近隣
住民宅に大声で叫びながら侵入したため、警察の介入のもと姉や保健師に付き添われ当院
を受診し、同日当院3回目の入院となった。薬物療法等により病状が安定し、入院治療に
対する同意が得られたことから、平成29年5月24日任意入院へ入院形態変更となってい
る
洗濯：自己洗濯

間食制限なし
担当スタッフ：木村ＪＧＭ・秋山Ｎｓ
今後の方向性：退院支援としては、本人は自宅を希望。自宅の修繕が必要な個所も多数あり、すぐには居住できない環境。居住環境の調整が必要となる。病識が乏しく服薬アドヒアランス不良。怠薬、被害妄想、粗暴行為が見られている。 R2.1主治医よりGHと就労支援を受けながら生活していく方向での退院支援していくよう指グループホームと就労支援を受けながら生活していく方向での退院支援

買い物カードなく現在は私物発注。8000円/月　　
